
東伏見駅前を彩る光の空間！
地元商店会が企画から設置まで行ったイルミネーションです。
今年も東伏見小学校の児童が制作したパネルの作品が並びました。また、東伏見にある国の史跡に指定され
た下野谷遺跡の集落“したのやムラ”が再現され、にぎわいを見せていました。（平成29年11月24日～平成30年2月14日）

２面3面4面5面6面7面10面

紙
面
の
紹
介
（
も
く
じ
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
浅
野　
髙
司　
　
　
議
員
（
自
民
）

　
酒
井　
ご
う
一
郎　
議
員
（
自
民
）

　
田
中　
の
り
あ
き　
議
員
（
自
民
）

　
保
谷　
な
お
み　
　
議
員
（
自
民
）

　
稲
垣　
裕
二　
　
　
議
員
（
自
民
）

　
小
林　
た
つ
や　
　
議
員
（
自
民
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
遠
藤　
源
太
郎　
　
議
員
（
自
民
）

　
浜
中　
の
り
か
た　
議
員
（
自
民
）

　
田
代　
伸
之　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
大
林　
光
昭　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
藤
田　
美
智
子　
　
議
員
（
公
明
）

　
佐
藤　
公
男　
　
　
議
員
（
公
明
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
藤
岡　
智
明　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
大
竹　
あ
つ
子　
　
議
員
（
共
産
）

　
森
住　
孝
明　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
保
谷　
清
子　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
二
木　
孝
之　
　
　
議
員
（
民
進
）

　
森　
　
信
一　
　
　
議
員
（
民
進
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
た
き
し
ま　
喜
重　
議
員
（
み
ら
い
）

　
山
崎　
英
昭　
　
　
議
員
（
み
ら
い
）

　
小
峰　
和
美　
　
　
議
員
（
み
ら
い
）

　
納
田　
さ
お
り　
　
議
員
（
無
所
属
②
）

　
後
藤　
ゆ
う
子　
　
議
員
（
ネ
ッ
ト
）

用
語
の
解
説

一
般
質
問
の
要
旨

　
か
と
う　
涼
子　
　
議
員
（
ネ
ッ
ト
）

　
森　
て
る
お　
　
　
議
員
（
無
所
属
①
）

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
①
市
議
会
の
流
れ

議
員
研
修
会

写
真
募
集
中

委
員
会
の
審
査
か
ら

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
②
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

8面9面
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
③
本
会
議
の
中
継
や
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
④
請
願
・
陳
情
を
提
出
す
る
に
は

会
議
の
開
催
状
況

会
議
録
の
公
開
予
定

議
案
の
議
決
結
果
一
覧

議
会
N
E
W
S

　
第
６
回
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

委
員
会
視
察
R
E
P
O
R
T

  

文
教
厚
生
委
員
会　
議
会
運
営
委
員
会

  

企
画
総
務
委
員
会　
建
設
環
境
委
員
会

平成29年度一般会計・特別会計補正予算を可決

スポーツ施設の指定管理者がかわります

　一般会計（第３号及び第４号）について、歳入歳出それぞれ
2億8,310万円を追加するとともに、介護保険特別会計（第2号）
の歳入歳出についても増額補正することを可決しました。

平成30年度から５年間、市内スポーツ施設（10施設）の運営
に当たる指定管理者が決まりました。

7面へ

7面へ

審議件数 可決・採択 否決・
不採択 継続

市長提出議案 24 24
 条例 6 6
 予算 3 3
 その他 15 15  
議員提出議案 4 3 1
陳情 6  ２ 4

主 

な 

議 

案 

等

第6回
議場コンサートを
開催しました

詳細は10面をご覧ください。

○第4回定例会
会期…12月1日(金)～12月19日(火) 19日間

平成29年

第4回
定例会

西  東  京  市  議  会 だ  よ  り

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／議会報編集委員会　発行／西東京市議会

第77号
平成30年2月15日
（2018年）

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）
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西
東
京
市
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た「
お
で
か
け
図
鑑
」

質
問　
統
合
庁
舎
の
位
置
は
市

中
心
エ
リ
ア
で
検
討
と
し
て
い

る
が
、
田
無
庁
舎
を
想
定
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
保
谷
庁

舎
解
体
後
の
敷
地
活
用
は
。

答
弁　
庁
舎
統
合
方
針
で
は
、

市
中
心
エ
リ
ア
で
の
統
合
の
可

能
性
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
庁

舎
敷
地
で
の
統
合
も
検
討
す
る

と
し
て
い
る
。
保
谷
庁
舎
敷
地

は
事
業
者
等
へ
の
貸
し
付
け
、

民
間
活
力
の
活
用
な
ど
幅
広
く

検
討
す
る
。

質
問　
平
成
30
年
度
は
基
金
に

依
存
し
な
い
予
算
編
成
の
達
成

等
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
大
変

厳
し
い
予
算
査
定
と
聞
く
。
本

市
の
財
政
状
況
は
大
丈
夫
か
。

答
弁　
予
算
執
行
管
理
の
徹
底

を
よ
り
一
層
強
化
し
、
財
政
調

整
基
金
残
高
の
回
復
に
努
め
る
。

質
問　
泉
小
学
校
跡
地
は
サ
ッ

カ
ー
や
野
球
の
試
合
が
で
き
る

場
所
へ
の
要
望
が
あ
っ
た
。
市

民
意
見
を
ど
う
反
映
す
る
の
か
。

答
弁　
皆
さ
ん
が
譲
り
合
い
な

が
ら
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
や
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
等
が
で
き
る
広
場

を
想
定
し
て
い
る
。
公
園
整
備

の
設
計
段
階
か
ら
市
民
の
意
見

を
公
園
づ
く
り
に
反
映
す
る
。

質
問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
や
問
題
が
多
い
。
学
校
で
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
児
童
生
徒
へ
の
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
推
進
や
健
全
な
生

活
習
慣
の
形
成
を
図
り
、
家
庭

と
の
連
携
を
大
切
に
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

柳
沢
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

質
問　
駅
前
の
優
先
整
備
路
線

整
備
に
当
た
り
、
鉄
道
連
続
立

体
交
差
事
業
も
進
め
る
べ
き
だ
。

市
長　
駅
前
広
場
整
備
の
考
え

方
は
実
施
計
画
の
中
で
整
理
す

る
。
鉄
道
立
体
化
対
象
区
間
外

へ
の
ご
意
見
は
都
に
伝
え
る
。

公
園
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

質
問　
施
設
名
称
付
与
だ
け
で

は
な
い
管
理
運
営
の
契
約
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
る
。
い
こ
い

の
森
公
園
ス
ケ
ー
ト
広
場
に
導

入
し
特
色
あ
る
公
園
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
だ
。
市
の
見
解
は
。

市
長　
ス
ケ
ー
ト
広
場
に
特
化

し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ

い
て
も
研
究
す
る
。

住
民
票
等
自
動
交
付
機
の
配
置

質
問　
市
内
に
７
台
あ
る
自
動

交
付
機
の
配
置
の
考
え
方
は
。

市
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
状
況
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
検
証
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

意
見　
交
付
機
の
リ
ー
ス
期
間

で
廃
止
す
る
と
配
置
バ
ラ
ン
ス

が
偏
る
た
め
、
周
知
期
間
を
設

け
市
民
に
説
明
す
べ
き
だ
。

農
商
工
連
携

質
問　
農
商
工
連
携
に
め
ぐ
み

ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
事
業
は
重
要

だ
。
農
産
物
だ
け
で
は
な
く
、

商
工
業
者
側
で
の
活
用
は
。

市
長　
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

商
品
の
販
売
を
開
始
し
た
。

そ
の
他
質
問
等

◇
３
館
合
築

◇
都
市
と
農
業
が
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り

◇
障
が
い
者
施
策

質
問　
平
成
29
年
度
で
買
い
取

り
が
完
了
す
る
下
保
谷
四
丁
目

特
別
緑
地
保
全
地
区
は
、
今
後

保
全
活
用
計
画
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
策
定
予
定
を
問
う
。

ま
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
施

設
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
弁　
下
保
谷
特
別
緑
地
保
全

地
区
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
５

年
間
か
け
て
買
い
取
り
を
行
い
、

平
成
29
年
度
に
完
了
し
た
。
保

全
活
用
計
画
の
策
定
は
、
保
全

管
理
を
担
っ
た
地
元
市
民
、
自

治
会
等
地
域
で
か
か
わ
っ
た

方
々
と
と
も
に
、
緑
地
保
全
や

施
設
整
備
に
専
門
性
を
持
っ
た

方
々
の
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討

す
る
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
に
よ
る

公
園
施
設
整
備
は
、
有
用
な
手

法
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、
先

進
事
例
を
検
証
し
な
が
ら
庁
内

の
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
東
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

現
状
と
、
新
し
い
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
当
該
土
地
所
有
者
か
ら

平
成
29
年
２
月
に
土
地
返
還
の

申
し
入
れ
を
受
け
、
10
月
に
使

用
を
中
止
し
た
。
代
替
施
設
に

つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

あ
り
方
の
検
討
を
進
め
る
中
で

丁
寧
に
対
応
す
る
。

質
問　
今
後
新
た
な
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
整
備
に
当
た
り
庁
内
連

携
も
必
要
だ
。
考
え
を
問
う
。

答
弁　
代
替
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
整
備
は
、
平
成
29
年
度
に
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
中
で
、
近
隣
の
公
共
施
設

を
中
心
に
実
現
性
を
検
証
す
る
。

質
問　
平
成
29
年
度
策
定
の
公

園
配
置
計
画
に
、
運
動
に
特
化

し
た
公
園
づ
く
り
と
い
う
考
え

は
あ
る
の
か
。

答
弁　
運
動
に
特
化
し
た
公
園

づ
く
り
は
、
公
園
整
備
の
具
体

的
な
実
施
の
際
に
、
市
民
ニ
ー

ズ
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
市

民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
検

討
す
る
。

意
見　
運
動
に
特
化
し
た
公
園

は
必
要
だ
。

質
問　
碧
山
小
学
校
の
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
を
守
ら
な
い
通
り
抜

け
車
両
が
、
地
元
で
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
見
解
を
問
う
。

答
弁　
碧
山
小
学
校
南
側
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、
平
成
29
年

度
に
看
板
設
置
と
路
面
標
示
を

行
い
注
意
喚
起
を
図
っ
た
。
さ

ら
に
警
察
に
対
し
取
り
締
ま
り

の
強
化
の
申
し
入
れ
を
行
う
。

質
問　
明
保
中
学
校
で
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
工
事
が
行
わ
れ
る
が
、

今
回
の
工
事
で
除
去
の
対
象
と

な
る
ア
ス
ベ
ス
ト
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
弁　
天
井
部
分
の
下
地
調
整

塗
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ

て
い
る
。
通
常
の
使
用
状
況
で

は
飛
散
す
る
お
そ
れ
は
な
い
が
、

金
属
製
の
先
の
と
が
っ
た
も
の

で
、
物
理
的
に
力
を
加
え
れ
ば
、

損
傷
や
破
壊
に
伴
い
ア
ス
ベ
ス

ト
が
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

意
見　
こ
れ
か
ら
先
何
年
も
使

う
施
設
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

事
態
を
想
定
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト

を
取
り
除
け
る
と
き
に
取
り
除

い
て
お
く
べ
き
。

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

質
問　
多
額
の
基
金
の
取
り
崩

し
が
課
題
と
述
べ
て
い
る
が
一

向
に
改
善
さ
れ
な
い
。
対
応
は
。

市
長　
残
高
の
早
期
回
復
は
必

要
不
可
欠
な
課
題
だ
。

意
見　
事
業
執
行
後
の
予
算
反

映
プ
ロ
セ
ス
を
わ
か
り
や
す
く
。

保
谷
庁
舎
に
つ
い
て

質
問　
継
続
使
用
し
な
い
そ
の

根
拠
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長　
多
額
の
改
修
費
用
が
か

か
る
上
に
、
耐
震
補
強
工
事
の

費
用
も
か
か
る
。

意
見　
耐
震
診
断
を
行
い
構
造

体
と
し
て
使
用
で
き
る
の
か
判

断
す
る
の
が
公
共
施
設
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
だ
。
一
般
的
な
対
応

を
し
な
い
の
な
ら
、
市
長
の
政

策
判
断
だ
と
明
確
に
す
べ
き
だ
。

質
問　
解
体
後
の
跡
地
は
統
合

新
庁
舎
の
有
力
な
候
補
地
で
あ

る
。
跡
地
活
用
の
考
え
方
は
。

市
長　
暫
定
的
な
敷
地
活
用
に

つ
い
て
検
討
す
る
が
、
事
業
者

等
へ
の
貸
し
付
け
、
民
間
活
力

の
活
用
な
ど
を
検
討
す
る
。

市
民
会
館
に
つ
い
て

質
問　
市
民
会
館
の
場
所
に
、

な
ぜ
活
動
場
所
を
残
す
必
要
が

あ
る
の
か
。
現
段
階
で
な
ぜ
除

却
売
却
の
選
択
肢
を
捨
て
た
の

か
。
官
民
連
携
に
よ
る
建
設
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

市
長　
必
要
な
機
能
の
確
保
を

前
提
に
、
民
間
活
力
を
活
用
し

た
施
設
整
備
が
望
ま
し
い
。

意
見　
既
定
路
線
と
し
て
先
行

し
て
い
る
。
答
弁
が
な
い
も
の

が
多
く
あ
る
。

質
問　
西
東
京
市
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
市
単
独
で
は
な
く
、
広

域
的
な
展
開
を
考
え
て
い
る
。

「
訪
れ
て
み
た
い
日
本
の
ア
ニ

メ
聖
地
88
」
で
は
ケ
ロ
ロ
軍
曹

が
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
お
で
か

け
図
鑑
へ
の
使
用
許
可
を
得
た
。

意
見　
市
民
映
画
祭
の
監
督
に

依
頼
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の

制
作
等
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

質
問　
公
共
施
設
で
の
喫
煙
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
公
共
施
設
で
は
喫
煙
所

を
屋
外
に
設
置
、
さ
ら
に
職
員

の
庁
舎
敷
地
内
で
の
喫
煙
を
禁

止
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

意
見　
昨
今
の
国
や
都
の
対
応

を
見
て
も
、
ま
だ
方
向
性
が
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え

る
。
で
き
得
れ
ば
、
屋
内
に
お

い
て
の
完
全
分
煙
を
望
む
。

質
問　
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
の
同
行
避
難
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　
避
難
施
設
の
敷

地
内
等
に
飼
養
場
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
獣
医
師
会
の
協
力

を
得
て
進
め
て
い
く
。

意
見　
災
害
時
の
傷
病

動
物
の
対
応
等
、
獣
医
師
会
と

の
協
定
も
あ
る
が
、
話
し
合
い

を
も
っ
と
綿
密
に
行
っ
て
ほ
し

い
。

質
問　
芝
久
保
町
の
み
た
け
分

社
通
り
バ
ス
停
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
バ
ス
停
の
存
廃
は
、
利

用
状
況
に
よ
り
検
討
す
る
。
今

後
、
利
用
状
況
が
改
善
し
た
場

合
は
、
運
行
便
数
の
見
直
し
も

検
討
し
て
い
く
。

＊

一般質問（１）

一般質問の要旨統
合
庁
舎
は
16
年
後
に
建
設
と
い
う
が

市
役
所
の
場
所
と
財
源
を
明
確
に
せ
よ

浅
野　
髙
司
（
自
民
）

も
っ
と
健
康
！
も
っ
と
元
気
に
！

市
長
と
と
も
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

酒
井　
ご
う
一
郎
（
自
民
）

下
保
谷
四
丁
目
特
別
緑
地
保
全
地
区
と

東
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
対
応
に
つ
い
て

田
中　
の
り
あ
き
（
自
民
）

市
民
や
議
会
に
も
っ
と
説
明
を
!!

こ
れ
か
ら
の
将
来
像
を
！

稲
垣　
裕
二
（
自
民
）

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
喫
煙
所

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に
つ
い
て
ほ
か

小
林　
た
つ
や
（
自
民
）

運
動
に
特
化
し
た
公
園
づ
く
り
が

こ
れ
か
ら
の
公
園
整
備
で
必
要
だ保谷　

な
お
み
（
自
民
）

自由民主党西東京市議団（自　民）
西東京市議会公明党　　（公　明）
日本共産党西東京市議団（共　産）
統一会派みらい　　　　（みらい）
民進党西東京　　　　　（民　進）
生活者ネットワーク　　（ネット）
無所属　　　　　　　　（無所属）

凡例

第
４
回
定
例
会
で
25
人
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
内

容
で
す
。
掲
載
内
容
は
、
各
議
員
が
執
筆
し
、
そ
の
責
任
の
も
と

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開

予
定
」
は
９
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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市道119号線の交差点

相談支援センター「えぽっく」

質
問　
田
無
駅
南
口
広
場
実
現

が
身
近
に
な
っ
た
。
権
利
者
の

協
力
や
都
へ
事
業
認
可
申
請
は
。

答
弁　
地
元
権
利
者
は
調
査
に

協
力
的
だ
。
都
と
事
前
協
議
中

で
平
成
29
年
度
中
に
申
請
す
る
。

質
問　
生
産
緑
地
の
貸
借
は
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
。

答
弁　
平
成
30
年
施
行
を
目
指

し
て
検
討
し
て
い
る
と
聞
く
。

審
議
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
る
。

質
問　
生
産
緑
地
法
の
改
正
で

は
、
生
産
緑
地
は
都
市
の
緑
を

守
る
観
点
に
変
わ
っ
た
の
か
。

答
弁　
生
産
緑
地
は
「
緑
地
」

の
位
置
づ
け
に
な
っ
た
。

質
問　
校
庭
の
芝
生
が
荒
れ
て

い
る
。
管
理
や
今
後
の
整
備
は
。

答
弁　
今
年
の
夏
の
天
候
不
順

等
に
よ
り
状
態
が
悪
く
な
っ
た
。

芝
の
養
生
に
よ
る
使
用
制
限
等

の
課
題
も
あ
る
。
現
在
７
校
だ

が
、
今
後
の
計
画
は
な
い
。

質
問　
10
月
の
長
雨
で
向
台
総

合
運
動
場
に
湧
水
が
発
生
。
１

カ
月
も
使
用
不
能
に
な
っ
た
。

地
下
水
位
の
上
昇
が
原
因
か
。

答
弁　
運
動
場
は
石
神
井
川
の

調
節
池
を
活
用
し
て
い
る
が
、

原
因
は
不
明
。
順
次
復
旧
し
た
。

質
問　
総
合
防
災
訓
練
当
日
に

猛
烈
な
雨
が
降
っ
た
。
検
証
は
。

答
弁　
400
名
が
参
加
。
悪
天
候

の
中
の
実
施
で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

が
あ
り
防
災
意
識
が
高
ま
っ
た
。

質
問　
20
万
都
市
に
な
っ
た
西

東
京
市
の
魅
力
は
何
か
。

答
弁　
人
と
ま
ち
の
健
康
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
ま

ち
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

い
じ
め
防
止
対
策
を
よ
り
加
速

さ
せ
て
、
い
じ
め
根
絶
を
!!

質
問 

小
・
中
学
校
の
い
じ
め

の
認
知
件
数
が
前
年
度
比
で
4.3

倍
に
な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

教
育
長 

教
職
員
の
い
じ
め
に

対
す
る
意
識
を
向

上
さ
せ
た
こ
と
や
、

い
じ
め
防
止
強
化

月
間
を
年
３
回
実

施
す
る
な
ど
、
い

じ
め
対
策
の
取
り

組
み
を
推
進
し
た
。

意
見 

い
じ
め
は

子
ど
も
の
人
生
を

変
え
て
し
ま
う
。

子
ど
も
を
学
校
が

絶
対
に
守
り
、
い

じ
め
ゼ
ロ
を
目
指

そ
う
。

市
民
会
館
の
機
能

を
守
れ
！

一
方
的
な
売
却
や

質
問　
介
護
保
険
制
度
の
利
用

者
・
家
族
か
ら
、
不
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
を
心
配
す
る
事
例
の
相

談
を
受
け
て
お
り
、
見
過
ご
せ

な
い
。
介
護
保
険
料
の
値
上
げ

に
直
結
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

給
付
に
過
不
足
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
効
果
の

数
値
化
・
見
え
る
化
が
必
要
だ
。

保
険
者
で
あ
る
市
の
責
任
を
ど

う
果
た
す
の
か
。

答
弁　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

サ
ー
ビ
ス
給
付
に
課
題
が
あ
り
、

把
握
・
分
析
が
必
要
と
考
え
る
。

庁
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
、
詳
細
な
分
析
・
課

題
抽
出
を
行
い
、
指
導
・
体
制

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
毎
月
、
要
介
護
者
の
状

況
を
見
直
し
、
介
護
度
が
進
行

質
問　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、

保
谷
庁
舎
敷
地
内
で
の
相
談
窓

口
体
制
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

整
理
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活

用
な
ど
、
相
談
・
申
請
等
の
総

合
窓
口
機
能
を
検
討
す
る
。

質
問　
障
が
い
の
あ
る
方
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
健
康

や
成
長
の
様
子
を
記
録
す
る
生

活
支
援
ノ
ー
ト
の
導
入
を
。

答
弁　
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

つ
な
が
る
。
調
査
研
究
す
る
。

質
問　
駅
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ

い
の
創
出
。
駅
前
情
報
発
信
拠

点
づ
く
り
、
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環
境

整
備
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
民
間
の
力
を
活
用
し
た

事
業
展
開
を
想
定
。
Ｗ
ｉ―

Ｆ

ｉ
環
境
整
備
も
含
め
検
討
す
る
。

質
問　
情
報
広
告
媒
体
で
あ
る

「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
」
の

設
置
を
。
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
効
果
的
で
有
効
な
情
報

広
報
媒
体
だ
。
今
後
検
討
す
る
。

質
問　
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

に
向
け
た
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
平
成
30
年
度
に
「
小
中

一
貫
教
育
推
進
委
員
会
」
を
設

置
し
、
９
年
間
を
見
通
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
検
討
す
る
。

質
問　
い
わ
ゆ
る
「
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
」
解
消
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
「
中
１
不
登
校
未
然
防

し
な
い
よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
の
が
制
度
本
来
の
目

的
だ
。
見
直
し
さ
れ
な
い
ケ
ア

プ
ラ
ン
な
ど
あ
り
得
な
い
。
健

康
都
市
と
し
て
力
を
入
れ
る
フ

レ
イ
ル
事
業
と
介
護
予
防
の
目

的
は
同
じ
だ
。
姿
勢
は
い
か
が
。

答
弁　
今
後
、
フ
レ
イ
ル
を
は

じ
め
介
護
予
防
を
強
化
す
る
一

方
で
、
保
険
者
と
し
て
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
り
、
い
ま
一
度
足

元
を
見
つ
め
直
す
時
期
が
来
て

い
る
。
第
７
期
介
護
保
険
計
画

に
向
け
、
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
検
討
を
深
め
た
い
。

そ
の
他
質
問
等

◇
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

◇
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

◇
東
伏
見
土
砂
災
害
警
戒
区
域

◇
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦

仮
庁
舎
の
コ
ス
ト
削
減
策
は

質
問　
仮
庁
舎
を
リ
ー
ス
方
式

に
し
た
理
由
と
コ
ス
ト
抑
制
の

視
点
は
何
か
。

答
弁　
使
用
期
間
が
短
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
リ
ー
ス
方
式
に
し

た
。
細
か
な
仕
様
を
限
定
せ
ず
、

民
間
事
業
者
の
経
済
的
で
効
率

的
な
整
備
に
よ
る
建
設
コ
ス
ト

の
抑
制
を
図
る
。

意
見　
15
年
し
か
使
用
し
な
い

仮
庁
舎
は
ほ
か
に
前
例
が
な
い
。

ゆ
え
に
、
い
か
に
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
で
き
る
か
が
鍵
に
な
る
。

市
民
会
館
跡
地
の
活
用

質
問　
市
民
会
館
跡
地
に
官
民

連
携
で
必
要
な
活
動
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
市
民
会
館
利

用
者
に
も
安
心
感
を
与
え
る
。

検
討
段
階
で
事
業
者
と
の
対
話

に
よ
り
市
場
性
を
把
握
す
る
、

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
」を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

を
行
い
民
間
事
業
者
の
資
金
や

経
営
能
力
を
最
大
限
活
用
す
る
。

意
見　
文
化
ホ
ー
ル
は
大
小
の

ホ
ー
ル
、
練
習
室
や
ス
タ
ジ
オ

等
が
そ
ろ
っ
て
い
る
べ
き
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
会
館

跡
地
は
暫
定
的
で
あ
る
べ
き
。

そ
の
他
質
問
等

◇
衆
議
院
選
期
日
前
投
票
は
相

次
ぐ
台
風
の
影
響
で
長
時
間
並

ん
だ
り
、
外
で
ぬ
れ
な
が
ら
待

つ
等
、
市
民
に
ご
迷
惑
を
か
け

た
。
今
後
、
庁
舎
暫
定
統
合
に

合
わ
せ
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
等
に

も
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

質
問　
西
武
柳
沢
駅
南
部
地
域

に
お
け
る
買
い
物
・
交
通
不
便

へ
の
対
策
を
問
う
。

答
弁　
生
鮮
４
品
を
扱
う
店
舗

の
減
少
は
認
識
し
て
お
り
、
空

き
店
舗
活
用
に
よ
る
新
規
出
店

の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

意
見　
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
、

新
た
な
交
通
手
段
も
検
討
せ
よ
。

質
問　
自
立
へ
の
支
援
が
必
要

な
方
に
就
労
の
基
礎
能
力
育
成

や
意
欲
喚
起
を
図
る
新
た
な
事

業
を
導
入
す
べ
き
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
行
き
届
か
な

か
っ
た
支
援
が
可
能
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
や

事
業
者
、
地
域
と
連
携
し
た
情

報
蓄
積
な
ど
、
障
害
者
へ
の
包

括
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き
。

答
弁　
障
害
福
祉
課
と
え
ぽ
っ

く
を
中
心
に
情
報
集
約
や
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
を
図
る
。

質
問　
全
て
の
子
ど
も
の
学
び

や
成
長
を
応
援
す
る
た
め
、
学

習
支
援
事
業
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁　
調
査
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
約
70
％
が
学
習
支
援
に

関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
課
題
も

多
い
た
め
、
庁
内
連
携
を
図
っ

て
検
討
し
た
い
。

質
問　
病
児
・
病
後
児
保
育
を

市
南
部
地
域
に
拡
充
す
べ
き
。

答
弁　
事
業
の
充
実
に
努
め
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
に
は
、

駐
輪
場
や
通
路
の
屋
根
の
整
備

な
ど
、
民
間
資
金
の
活
用
も
視

野
に
駅
利
用
者
の
利
便
性
向
上

の
視
点
で
整
備
す
べ
き
。

移
転
は
反
対

質
問 

市
民
会
館
の
今
後
は
ど

う
な
る
の
か
。

市
長 
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
並
び
に
財
政
効
率
化
の
観

点
か
ら
、
必
要
な
機
能
の
確
保

を
前
提
と
し
た
民
間
活
力
を
活

用
し
た
施
設
整
備
の
方
策
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

意
見 

地
域
、
利
用
者
の
声
を

大
切
に
し
て
丁
寧
に
対
応
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

危
な
い
!!
田
無
駅
ガ
ー
ド
下
の

交
通
安
全
対
策
の
充
実
を
！

質
問 

駐
輪
場
に
挟
ま
れ
て
い

る
市
道
119
号
線
の
交
差
点
は
変

則
６
差
路
で
あ
り
危
険
だ
。
交

通
安
全
対
策
を
強
く
要
望
す
る
。

市
長 

交
差
点
に
向
か
っ
て
急

な
坂
道
に
な
っ
て
お
り
危
険
で

あ
る
。
注
意
喚
起
の
看
板
や
路

面
標
示
の
設
置
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。
ま
た
、
警
察
と
も
連

携
し
、
安
全
対
策
を
図
り
た
い
。

止
委
員
会
」
を
設
置
。
小
中
間

で
情
報
共
有
、
連
携
を
図
る
。

質
問　
部
活
動
指
導
員
の
実
施

に
向
け
た
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
早
期
導
入
に
向
け
、
課

題
の
整
理
を
進
め
る
。

＊

＊

一般質問（2）

田
無
駅
南
口
広
場
実
現
は

20
万
都
市
西
東
京
の
魅
力
の
深
化
に

遠
藤
　
源
太
郎
（
自
民
）

教
育
環
境
の
充
実
　
小
中
一
貫
教
育

教
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
を

田
代
　
伸
之
（
公
明
）

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
！

大
林
　
光
昭
（
公
明
）

不
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

見
直
さ
れ
な
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
対
策
を

藤
田
　
美
智
子
（
公
明
）

官
民
連
携
で
市
民
会
館
跡
地
活
用
を
！

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
に
期
日
前
投
票
所
を
！

佐
藤
　
公
男
（
公
明
）

子
ど
も
を
守
る
の
は
大
人
の
責
任
!!

西
東
京
市
か
ら
い
じ
め
の
根
絶
を
!!

浜
中
　
の
り
か
た
（
自
民
）

第77号 （３）

西東京市



ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

各種講座の開催などさまざまな事業を実施している公民館

田無駅南口

質
問　
国
民
健
康
保
険
の
都
道

府
県
化
に
よ
り
、
試
算
で
は
本

市
の
国
保
料
は
幾
ら
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
法
定
外
繰
入
金
に

つ
い
て
の
今
後
の
対
策
は
。

答
弁　
市
民
１
人
当
た
り
15
万

５
千
449
円
、
平
成
28
年
度
と
比

較
し
て
44
・
７
％
増
。
平
成
30

年
度
の
法
定
外
繰
り
入
れ
は
、

国
の
要
請
を
勘
案
し
て
適
切
に

算
定
す
る
。
平
成
31
年
度
以
降

は
国
か
ら
の
赤
字（
法
定
外
繰

入
金
）解
消
・
削
減
計
画
策
定

に
向
け
た
通
知
を
踏
ま
え
、
適

切
に
対
応
す
る
。

意
見　
平
成
30
年
度
は
市
独
自

の
繰
り
入
れ
対
応
は
す
る
が
、

平
成
31
年
度
以
降
は
繰
入
金
を

解
消
・
削
減
す
る
と
理
解
す
る
。

都
国
保
運
協
に
示
さ
れ
た
資
料

で
は
、
本
市
の
低
所
得
者
層
は

1.5
倍
〜
1.6
倍
の
値
上
げ
に
な
る
。

法
定
外
繰
り
入
れ
は
継
続
す
べ

き
だ
。
保
険
料
を
決
定
す
る
の

は
市
だ
。
国
保
料
算
定
は
市
民

の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
て
行
え
。

質
問　
平
成
30
年
度
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
、
一
般
財
源
の
負

担
軽
減
を
進
め
る
こ
と
で
緊
縮

財
政
を
求
め
て
い
る
が
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
は
。

答
弁　
行
革
の
着
実
な
推
進
、

事
務
事
業
評
価
結
果
の
予
算
反

映
等
で
財
源
を
確
保
し
、
多
様

な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

意
見　
平
成
30
年
度
は
国
保
料
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保

険
料
な
ど
が
値
上
が
り
と
な
る
。

市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
を
前
面

に
出
し
た
予
算
編
成
を
進
め
よ
。

若
者
支
援
に
つ
い
て

質
問　
若
者
の
就
労
支
援
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

各
部
署
や
関
係
機
関
と
の
相
談

体
制
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
伺
う
。

答
弁　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
専
任

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
を

図
り
、
相
談
者
と
目
標
を
設
定

し
て
、
同
意
の
上
で
支
援
計
画

を
立
て
支
援
を
行
う
。

意
見　
専
門
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
庁
内
部
署
と
の
連
携

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
青
年

対
策
の
専
門
部
署
の
設
置
を
強

く
求
め
る
。

質
問　
奨
学
金
に
つ
い
て
、
国

は
平
成
29
年
度
か
ら
給
付
型
を

始
め
た
。
先
進
自
治
体
で
も
独

自
の
制
度
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
休
止
状
態
だ
が
、
導

入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　
平
成
29
年
度
か
ら
国
が

給
付
型
奨
学
金
を
実
施
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で
導
入

の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
今

後
は
、
国
や
都
の
支
援
制
度
の

状
況
を
踏
ま
え
、
奨
学
金
制
度

や
基
金
に
つ
い
て
奨
学
生
選
考

委
員
会
の
中
で
協
議
が
必
要
と

考
え
る
。

意
見　
国
は
平
成
30
年
４
月
か

ら
大
学
等
の
新
入
生
に
給
付
型

奨
学
金
を
本
格
実
施
す
る
予
定

だ
が
、
対
象
が
２
万
人
と
小
規

模
で
制
限
も
多
い
。
国
や
先
進

自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る
だ

け
で
は
不
十
分
だ
。
本
市
で
も

復
活
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

小
学
校
飼
育
動
物
に
つ
い
て

質
問　
動
物
を
飼
育
す
る
経
験

は
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
高

め
、
将
来
の
人
間
性
の
完
成
に

よ
い
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
と
今
後

の
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長　
今
後
も
引
き
続
き
、

飼
育
活
動
及
び
命
を
大
切
に
す

る
教
育
の
充
実
を
図
り
、
市
内

小
学
校
に
お
け
る
生
命
尊
重
教

育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
、
豊

か
な
心
の
育
成
を
推
進
す
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
は
な
バ
ス
停
留
所
の
夜
間
照

明
設
置
を
検
討
せ
よ
。

◇
７
桁
の
郵
便
番
号
を
も
っ
と

活
用
し
て
、
日
常
の
住
所
記
載

欄
を
簡
素
化
で
き
な
い
か
。

◇
市
民
会
館
の
今
後
の
あ
り
方

の
検
討
は
、
よ
り
多
く
の
利
用

者
の
意
見
を
集
め
、
時
間
を
か

け
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
保
育
園
等
入
園
者
と
家
庭
内

で
保
育
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の

税
金
充
当
額
の
格
差
に
つ
い
て
、

今
後
議
論
を
進
め
よ
。

◇
（
仮
称
）
子
ど
も
条
例
制
定

に
は
、
子
ど
も
の
意
見
聴
取
も

大
切
だ
が
、
大
人
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◇
平
成
30
年
度
か
ら
田
無
駅
南

口
の
駅
前
開
発
が
始
ま
る
。「
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
駅
前
広
場
」
を

目
指
し
て
整
備
し
て
ほ
し
い
。

◇
市
内
中
学
生
が
公
平
な
環
境

で
教
育
を
受
け
る
た
め
に
も
、

隣
接
校
の
学
区
域
を
見
直
し
、

生
徒
数
の
均
整
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
。

質
問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
超

過
で
け
ん
か
や
ト
ラ
ブ
ル
、
け

が
が
心
配
さ
れ
る
。
増
設
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
指
導

員
の
役
割
は
重
要
だ
が
、
今
後
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施

行
に
よ
り
、
雇
い
ど
め
や
処
遇

後
退
が
心
配
さ
れ
る
。
見
解
は
。

答
弁　
増
設
に
つ
い
て
は
田
無

第
三
学
童
ク
ラ
ブ
開
設
や（
仮
）

第
10
中
内
に
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

を
予
定
。
育
成
支
援
の
重
要
な

役
割
を
果
た
す
指
導
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
国
の
動
向
を

踏
ま
え
職
員
団
体
と
協
議
す
る
。

意
見　
施
設
の
計
画
的
な
増
設

が
必
要
。
経
験
の
あ
る
指
導
員

が
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
正

規
職
員
と
し
て
の
位
置
づ
け
も

検
討
し
、
指
導
員
と
十
分
協
議

し
て
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

質
問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
一
番

困
る
の
は
病
院
や
役
所
の
窓
口

だ
。
安
心
し
て
窓
口
に
来
て
も

ら
う
た
め
に
は
目
に
見
え
る
形

で
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
性
別
の
記
載
欄
を
自
由

記
載
に
し
た
り
、
新
入
職
員
に

向
け
た
研
修
の
実
施
を
予
定
。

意
見　
研
修
し
た
職
員
に
は
バ

ッ
ジ
を
つ
け
る
な
ど
目
に
見
え

る
形
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

そ
の
他
質
問
等

◇
障
が
い
者
差
別
解
消
法
の
啓

発
と
作
業
品
の
販
売
促
進
を

◇
会
計
年
度
任
用
職
員
は
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
立
場
で

◇
女
性
支
援
を
圏
域
連
携
で

◇
入
学
準
備
金
支
給
を
早
期
に

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

質
問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
、
10
月
現
在
で
１

千
205
人
に
上
る
。
市
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
を
増
や

す
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
答
え

が
、
46
・
８
％
と
最
も
多
い
。

介
護
離
職
等
が

起
こ
り
か
ね
な

い
。
新
規
増
設

が
必
要
だ
。
第

７
期
事
業
計
画

で
の
検
討
状
況

は
。

答
弁　
居
宅
サ

ー
ビ
ス
や
施
設

整
備
の
状
況
等

を
踏
ま
え
、
施

設
整
備
の
見
込

み
を
行
う
。

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム

質
問　
地
域
包

質
問　
鉄
道
の
立
体
交
差
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
東
伏
見

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

策
定
に
取
り
組
む
と
示
さ
れ
て

か
ら
１
年
９
カ
月
が
経
過
し
た
。

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
示
せ
。

答
弁　
事
業
主
体
の
東
京
都
が
、

構
造
形
式
や
施
行
方
法
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
市
の
事
業
費

負
担
は
１
㎞
当
た
り
数
十
億
円

規
模
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
平

成
29
年
度
中
に
連
続
立
体
交
差

事
業
を
見
据
え
た
東
伏
見
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

保
育
従
事
職
員
宿
舎
借

り
上
げ
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

定
例
会
ご
と
に
東
京
都
基
準
に

補
助
制
度
を
正
す
よ
う
提
言
し

て
き
た
。
近
隣
自
治
体
と
本
市

の
利
用
実
績
に
つ
い
て
示
せ
。

答
弁　
本
市
で
は
、
４
月
時
点

で
17
件
で
あ
っ
た
が
、
10
月
時

点
で
14
件
。
近
隣
市
の
10
月
時

点
の
補
助
制
度
利
用
状
況
は
、

三
鷹
市
102
件
、
小
金
井
市
84
件
、

武
蔵
野
市
68
件
で
あ
る
。

意
見　
市
は
東
京
都
制
度
に
対

し
独
自
の
制
限
を
し
て
い
る
た

め
、
利
用
し
に
く
い
こ
と
が
実

績
数
字
で
表
れ
て
い
る
。
東
京

都
基
準
に
補
助
制
度
を
正
せ
。

質
問　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し

て
、
明
保
中
学
校
で
は
除
去
工

事
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

今
後
も
学
校
施
設
で
は
計
画
的

に
除
去
工
事
を
行
う
の
か
。

答
弁　
総
合
的
に
検
討
し
、
安

全
な
環
境
維
持
管
理
に
努
め
る
。

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
と

介
護
の
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
、

丸
ご
と
地
域
に
押
し
つ
け
よ
う

と
す
る
国
の
狙
い
が
あ
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
見
据
え
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
。

答
弁　
在
宅
療
養
・
認
知
症
施

策
の
推
進
、
介
護
予
防
健
康
づ

く
り
を
３
本
の
柱
と
し
て
土
台

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
民
館
に
つ
い
て

質
問　
公
民
館
運
営
審
議
会
の

答
申
に
よ
る
と
、
主
催
事
業
は
、

公
民
館
施
設
・
空
間
に
と
ど
ま

ら
ず
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く

り
を
行
う
こ
と
、
市
民
企
画
事

業
は
、
金
銭
支
援
に
か
か
わ
ら

ず
、
場
所
や
情
報
提
供
の
支
援

を
行
う
と
し
て
い
る
。
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁　
答
申
を
踏
ま
え
、
市
民

の
交
流
を
図
る
こ
と
で
学
習
を

深
め
、
学
習
活
動
か
ら
自
己
啓

発
に
つ
な
げ
て
い
く
。

＊

一般質問（3）

藤
岡
　
智
明
（
共
産
）

若
者
支
援
の
拡
充
と
専
門
部
署
の

設
立
を
！
奨
学
金
制
度
を
復
活
さ
せ
よ

国
保
料
の
大
幅
引
き
上
げ
は
や
め
よ
！

繰
入
金
の
継
続
で
保
険
料
軽
減
を
図
れ

森
住
　
孝
明
（
共
産
）

施
設
増
設
と
指
導
員
の
処
遇
改
善
で

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
学
童
保
育
に
！

大
竹
　
あ
つ
子
（
共
産
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
は

待
っ
た
な
し
。
新
規
増
設
を
！

保
谷
　
清
子
（
共
産
）

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て

東
伏
見
駅
周
辺
地
区
の
状
況
を
問
う

二
木
　
孝
之
（
民
進
）

小
学
校
の
飼
育
動
物
教
育
を
推
進
し

優
し
さ
と
生
命
尊
重
の
心
を
育
成
！森

　
信
一
（
民
進
）

平成30年2月15日　 発行 第77号 （4）

西東京市
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谷戸イチョウ公園近くの横断歩道

市内農産物や加工品を販売する即売会
「マルシェ・ド・ソワレ」

質
問　
身
寄
り
の
な
い
孤
独
死

等
が
増
え
る
中
、
独
居
高
齢
者

等
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・

サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
生
前

か
ら
の
尊
葬
や
供
養
等
の
横
断

的
で
総
合
的
な
終
活
支
援
相
談

窓
口
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
。

答
弁　
高
齢
者
の
方
々
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
先

進
自
治
体
の
事
例
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

意
見　
高
齢
者
は
気
力
・
体
力

が
弱
り
、
ひ
と
り
で
い
る
と
不

安
に
な
る
。
行
政
窓
口
で
相
談

し
、
業
者
を
紹
介
し
て
も
ら
う

こ
と
で
安
心
に
つ
な
が
る
。
最

期
を
人
間
ら
し
く
迎
え
ら
れ
る

サ
ポ
ー
ト
窓
口
の
設
置
を
願
う
。

質
問　
（
仮
称
）子
ど
も
条
例
制

定
に
関
連
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
尊

重
し
、
自
主
的
に
活
動
を
行
う

た
め
の
支
援
や
資
金
の
後
ろ
盾

と
な
る
、
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
の

設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
弁　
子
ど
も
参
加
や
意
思
表

明
に
よ
る
子
ど
も
が
主
体
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
取
り

組
み
は
参
考
に
な
る
。
子
ど
も

条
例
制
定
後
の
施
策
の
推
進
が

重
要
だ
。
子
ど
も
施
策
の
取
り

組
み
事
例
と
し
て
調
査
研
究
す

る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
オ
ラ
ン
ダ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
連
合
等
と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◇
西
武
柳
沢
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り

◇
ふ
る
さ
と
納
税

質
問　
市
役
所
田
無
庁
舎
や
防

災
セ
ン
タ
ー
の
女
子
ト
イ
レ
に

は
小
さ
な
男
の
子
用
の
小
便
器

が
あ
る
が
、
男
子
ト
イ
レ
に
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
男
親
が

育
児
に
参
加
す
る
時
代
、
こ
れ

で
い
い
の
か
市
役
所
。
男
の
子

に
女
子
ト
イ
レ
に
行
け
と
言
う

の
か
。

答
弁　
給
排
水
設
備
関
係
の
調

査
終
了
後
、
検
討
す
る
。

質
問　
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
。

武
蔵
野
市
で
は
井
の
頭
動
物
公

園
の
ゾ
ウ
の
「
は
な
子
」
を
か

た
ど
っ
た
プ
レ
ー
ト
、
調
布
市

で
は
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」、

小
平
市
で
は
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ぶ
る
べ
ー
」の
イ
ラ
ス
ト
入
り

プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
て
い
る
。

我
が
市
で
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答
弁　
導
入
の
効
果
や
課
題
に

つ
い
て
、
情
報
収
集
を
図
る
。

質
問　
各
地
の
郷
土
の
食
材
を

気
軽
に
買
っ
て
食
べ
ら
れ
る

「
マ
ル
シ
ェ
」が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。
ぺ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

を
増
や
し
た
楽
し
い
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
で
き
な
い
か
。

答
弁　
親
し
ま
れ
る
事
業
と
な

る
よ
う
努
め
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
率
は
と
も
に
９
割
を
超

え
て
い
る
。「
街
歩
き
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
は
本
や
冊
子
等
の
紙
ベ

ー
ス
で
は
な
く
、
携
帯
端
末
で

誰
も
が
容
易
に
情
報
検
索
で
き

る
仕
組
み
を
提
言
す
る
。

質
問　
主
体
性
を
持
っ
て
待
機

児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み
を
。

答
弁　
定
員
の
確
保
に
努
め
る
。

質
問　
安
全
の
た
め
に
谷
戸
イ

チ
ョ
ウ
公
園
バ
ス
停

前
南
側
の
横
断
歩
道

に
信
号
機
の
設
置
を
。

答
弁　
田
無
警
察
署

に
伝
え
る
。

質
問　
保
谷
駅
南
口

駅
前
通
り
バ
イ
パ
ス

完
成
と
都
道
233
号
線

の
市
へ
の
移
管
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
化

の
実
現
を
。

答
弁　
検
討
す
る
。

質
問　
市
民
会
館
利

用
者
の
活
動
場
所
確

保
等
の
た
め
に
仮
庁

舎
と
図
書
館
・
公
民

館
一
体
の
仮
施
設
設

置
は
有
効
な
手
段
の

一
つ
だ
。
現
市
民
会
館
敷
地
は

一
種
住
居
で
民
間
の
商
業
・
娯

楽
施
設
は
難
し
い
。
何
が
何
で

も
公
共
施
設
を
設
置
す
る
の
か
。

答
弁　
民
間
活
力
に
よ
る
施
設

整
備
が
望
ま
し
い
。
収
益
施
設

の
建
設
に
は
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備

は
大
変
重
要
で
あ
り
、
路
線
バ

ス
導
入
に
つ
な
が
る
３
・
４
・

24
号
線
と
３
・
３
・
３
号
線
と

の
一
体
的
な
整
備
が
不
可
欠
だ
。

将
来
的
に
は
現
庁
舎
敷
地
に
１

千
500
〜
２
千
人
規
模
の
大
ホ
ー

ル
と
中
央
図
書
館
を
核
と
し
た

ホ
テ
ル
、オ
フ
ィ
ス
、店
舗
等
の

複
合
施
設
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
で
設
置
。

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
直

結
し
、
南
北
一
体
と
な
っ
た
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
商
業
文
化
交
流

拠
点
と
な
る
よ
う
50
年
、
100
年

先
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
。

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
重
要
性

質
問　
集
合
住
宅
は
約
６
割
、

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
も
数
多
く
あ

る
が
、
管
理
組
合
が
防
災
市
民

組
織
で
あ
る
こ
と
は
限
定
的
だ
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
や
緊
急

援
助
物
資
供
給
等
マ
ン
シ
ョ
ン

特
有
の
大
課
題
も
あ
る
。

答
弁　
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
専

門
家
を
講
師
と
す
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
講
演
会
を
開
催
。
消
防
署

と
連
携
し
訓
練
も
行
っ
て
き
た
。

課
題
は
認
識
し
て
い
る
。

中
央
図
書
館
構
想
い
ず
こ
へ

田
無
駅
南
口
と
と
も
に
進
展
を

質
問　
中
央
図
書
館
・
田
無
公

民
館
は
耐
震
化
に
よ
っ
て
約
17

年
間
ほ
ぼ
現
状
維
持
と
の
案
が

示
さ
れ
た
。
市
長
は
学
習
室
が

な
い
た
め
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
勉

強
す
る
受
験
生
の
存
在
を
知
っ

て
い
る
の
か
。
３
館
合
築
複
合

化
の
可
能
性
を
捨
て
る
の
か
。

答
弁　
既
存
施
設
の
耐
震
化
の

方
が
望
ま
し
い
。

質
問　
田
無
駅
南
口
駅
前
開
発

に
合
わ
せ
て
、
イ
ン
グ
ビ
ル
・

田
無
駅
南
口
自
転
車
駐
車
場
を

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
建
て
替
え
、
消
費
を

市
内
に
呼
び
戻
す
収
益
型
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
に
す
べ
き
で
は
。

答
弁　
関
係
者
が
い
る
の
で
設

置
当
初
の
目
的
で
検
討
す
る
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
重
要
性

質
問　
在
宅
介
護
を
進
め
る
に

当
た
り
、
ケ
ア
ラ
ー（
介
護
者
）

支
援
は
欠
か
せ
な
い
課
題
だ
。

答
弁　
介
護
者
の
孤
立
防
止
や

心
身
の
負
担
軽
減
を
目
指
し
支

援
策
や
地
域
連
携
を
推
進
す
る
。

質
問　
子
育
て
支
援
を
目
的
と

す
る
市
民
団
体
等
か
ら
、
広
報

や
活
動
場
所
の
支
援
を
求
め
る

声
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答
弁　
市
が
実
施
す
る
事
業
以

外
の
市
民
団
体
、
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
広
場
事
業
は
、
地
域
性
や

特
色
を
持
つ
も
の
な
ど
利
用
者

が
多
く
の
選
択
肢
か
ら
自
分
の

望
む
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
や
す

い
重
要
な
取
り
組
み
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
が
少
な

い
地
域
で
活
動
さ
れ
る
サ
ー
ク

ル
等
が
支
援
や
相
談
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課

が
窓
口
と
な
り
ま
す
。
相
談
内

容
等
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

て
担
当
す
る
部
署
と
協
議
・
調

整
、
あ
る
い
は
連
携
す
る
な
ど

し
て
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
と

の
協
働
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
発
展
の
た
め
に
理
念
や
制
度

を
明
記
し
た
「
市
民
協
働
推
進

条
例
」
の
制
定
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　
社
会
環
境
に
合
わ
せ
た

協
働
の
手
法
の
検
証
や
市
民
参

加
も
含
め
た
新
た
な
仕
組
み
の

導
入
は
、
既
に
調
査
研
究
す
べ

き
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

質
問　
平
成
28
年
度
の
協
働
事

業
の
件
数
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　
平
成
28
年
度
実
績
は
平

和
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
を
含

め
て
133
件
で
す
。

意
見　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
可
視
化
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
号
（
第
76
号
・
平
成
29
年

11
月
15
日
発
行
）
の
記
事
に
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

と
お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

４
面　
一
般
質
問
の
要
旨
（
田

中
の
り
あ
き
議
員　
27
行
目
）

【
正
】
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

【
誤
】
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

＊
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

企
業
名
、ブ
ラ
ン
ド
名
な

ど
を
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
名

称
に
す
る
権
利
。

＊
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
電

子
表
示
機
器
を
利
用
し
た
電

子
看
板
や
掲
示
板
。屋
外
や
店

頭
、公
共
交
通
機
関
、各
種
施

設
な
ど
の
案
内
板
や
広
告
な

ど
に
利
用
さ
れ
る
。

＊
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

英
語
で「
手
を
伸
ば
す
」を

意
味
す
る
。社
会
福
祉
に
お
い

て
、自
発
的
に
援
助
を
求
め
て

こ
な
い
利
用
者
に
対
し
、専
門

家
が
出
向
い
て
支
援
す
る
サ

ー
ビ
ス
。

＊
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
性

的
少
数
者
を
あ
ら
わ
す
言
葉

で
あ
り
、代
表
的
な
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
頭
文
字
を
と
っ

て「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」と
表
現
す
る

こ
と
が
あ
る
。Ｌ（
レ
ズ
ビ
ア

ン
：
女
性
の
同
性
愛
者
）、Ｇ

（
ゲ
イ
：
男
性
の
同
性
愛
者
）、

Ｂ（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
：
両
性

愛
者
）、Ｔ（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
：
こ
こ
ろ
の
性
と
か
ら
だ

の
性
と
の
不
一
致
）

＊
マ
ル
シ
ェ

フ
ラ
ン
ス
語
で「
市
場
」を

意
味
す
る
。農
産
物
や
飲
食
物

を
、対
面
形
式
で
販
売
す
る
。

お
詫
び
と
訂
正

＊

一般質問（4）、用語の解説

総
合
的
な
終
活
支
援
の
窓
口
の
設
置
と

子
ど
も
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

た
き
し
ま 

喜
重
（
み
ら
い
）

リ
ス
ペ
ク
ト
と
郷
土
愛

小
峰
　
和
美
（
み
ら
い
）

集
合
住
宅
約
６
割
の
西
東
京
市

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
に
力
を
尽
く
せ
！

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
）

市
民
団
体
等
と
連
携
し
市
内
全
域
に

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
が
あ
る
ま
ち
に
！

後
藤
　
ゆ
う
子
（
ネ
ッ
ト
）

誰
も
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

希
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！山

崎
　
英
昭
（
み
ら
い
）

用
語
の
解
説

第77号 （５）

西東京市
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委員会付託

１ 招集告示

２ 議会運営委員会

３ 本　会　議

６ 議会運営委員会
　 本　会　議

４ 本　会　議
（代表・一般質問）

５ 常任・特別委員会

初日の７日前

初日の３日前

初日

最終日

議　案 請願・陳情

提案説明

質疑・答弁

討論

採決託
付
会
員
委

査
審
会
員
委

査
審
会
員
委

委員会付託

締切

委 員 長 報 告

質 疑 ・ 答 弁

討 　 論

採 　 決

76号掲載

過去の応募写真

質
問　
介
護
予
防
の
地
域
の
支

え
合
い
が
広
が
っ
て
い
な
い
。

答
弁　
運
用
の
見
直
し
を
含
め
、

市
民
が
取
り
組
み
や
す
い
仕
組

み
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

意
見　
認
知
症
の
増
加
で
、
訪

問
介
護
の
難
易
度
が
高
ま
っ
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
た
め
、

介
護
報
酬
を
改
善
す
べ
き
だ
。

質
問 

市
民
会
館
の
今
後
に
対

す
る
市
長
の
説
明
は
あ
ま
り
に

抽
象
的
。
市
民
の
判
断
材
料
と

な
る
具
体
的
な
提
案
を
求
め
る
。

答
弁　
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の

湧
く
素
材
を
つ
く
り
、
市
民
意

見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
庁
内
検

討
を
進
め
る
。

質
問　
ひ
い
ら
ぎ
の
ま
ん
ぼ
う

グ
ル
ー
プ
は
隔
週
通
所
の
た
め

学
習
が
定
着
し
な
い
。
週
１
通

所
に
で
き
な
い
の
か
。
就
学
後

の
学
校
と
の
連
携
の
課
題
は
。

答
弁　
希
望
者
が
多
く
、
定
員

拡
充
等
で
対
応
し
て
い
る
。
就

学
後
の
関
与
の
あ
り
方
は
検
討

課
題
で
あ
り
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
図
れ
る
よ
う
努
め
る
。

質
問　
（
仮
称
）子
ど
も
条
例
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受

け
と
め
る
機
関
の
必
要
性
や
既

存
の
相
談
支
援
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
。

質
問　
児
童
館
を
子
ど
も
の
相

談
支
援
機
関
と
し
て
位
置
づ
け

て
は
ど
う
か
。
現
状
は
。

答
弁　
友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や

家
庭
環
境
の
問
題
、
不
登
校
、

進
学
等
幅
広
い
相
談
が
年
５
千

900
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

質
問　
柳
泉
園
は
独
立
し
た
自

治
体
だ
。
市
長
は
正
・
副
管
理

者
の
い
ず
れ
か
に
就
任
す
る
。

市
長
は
柳
泉
園
で
行
っ
た
決
定

に
ど
ん
な
責
任
を
負
う
の
か
。

条
例
上
の
根
拠
は
何
か
。
不
燃

ご
み
の
焼
却
は
市
民
へ
の
説
明

と
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
。
柳

泉
園
の
処
理
の
追
認
だ
。

答
弁　
柳
泉
園
は
中
間
処
理
施

設
で
、
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
を

処
理
し
最
終
処
分
場
に
運
搬
す

る
。
こ
の
業
務
は
柳
泉
園
に
移

り
、
西
東
京
市
に
権
能
は
残
ら

な
い
と
さ
れ
る
。
不
燃
ご
み
の

処
理
は
構
成
３
市
の
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
と
連
携
し
た

基
本
計
画
を
柳
泉
園
が
つ
く
る

の
で
一
致
し
て
い
る
。

質
問　
柳
泉
園
で
決
め
た
こ
と

は
市
に
対
し
て
影
響
力
を
持
つ
。

市
長
は
ど
う
い
う
責
任
を
負
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
柳
泉
園

の
基
本
計
画
は
、
構
成
３
市
の

基
本
計
画
の
最
大
公
約
数
だ
。

ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
柳
泉
園
が
決
め
た

処
理
に
従
っ
て
い
る
か
ら
、
追

認
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

答
弁　
東
久
留
米
市
、
清
瀬
市
、

柳
泉
園
組
合
と
連
携
し
て
作
成

し
て
お
り
、
そ
ご
は
な
い
。

質
問　
以
前
答
弁
し
た
が
、
保

谷
庁
舎
は
倒
壊
し
な
い
。
設
備

の
老
朽
化
は
丸
山
市
政
が
対
処

し
て
い
な
い
だ
け
。
不
都
合
が

出
た
時
点
で
対
応
す
れ
ば
い
い
。

答
弁　
空
調
機
や
ト
イ
レ
の
故

障
、
雨
漏
り
等
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
対
応
し
て
い
る
。

市議会でどのように審議・審査が行われているかをご理解いただくため、
ここでは、定例会での一般的な流れをご紹介します。定例会は、田無庁舎にお
いて毎年４回（３月、６月、９月、12月）開催されます。特定の案件について
必要がある場合には臨時会が招集されます。

１ 招集告示

２ 議会運営委員会

３ 本　会　議

４ 本　会　議
（代表・一般質問）

５ 常任・特別委員会

６ 議会運営委員会
　 本　会　議

定例会初日の7日前に市長により招集告示が行われ、
各議員に通知します。

定例会初日の3日前には議会運営委員会を開催し、
日程や議案等の取り扱いを協議します。

定例会初日には提出された議案の提案説明、質疑を
行い、委員会で審査を行うものは委員会に付託し、
委員会で審査を行わないものは、討論、採決を行い
ます。また、請願・陳情の付託も行います。

定例会2日目からは、代表質問（通常3月定例会で
会派が行います）・一般質問を通常4日間行います。

各常任委員会・特別委員会に付託された案件は委員
会で審査を行います。なお、常任委員会は、通常１日に
２委員会を同時に開催します。

定例会最終日には議会運営委員会を開催し、日程や
議案等の取り扱いを協議します。その後、各委員会
での審査結果を委員長が本会議で報告し、質疑、討論、
採決を行います。

市議会の流れ

※以上は、定例会での一般的な流れを説明したものです。

写真
募集中

議会だよりにあなたの
写真を載せてみませんか

　議員の資質向上と政策立案のため、平成29年10月18日及び同月23日
の2日間にわたり、議員研修会を開催しました。

日時　平成29年10月18日
内容　「地域包括ケアシステムのこれから～人々の生活を支えるシステムとは」
講師　淑徳大学コミュニティ政策学部教授　鏡 諭氏

2000年４月にスタートした介護保険制度は、当初3.6兆円から始まった給
付が、2016年に10.4兆円と拡大し、さらに、2025年には約21兆円の給付規模
になると見込まれています。
介護保険制度の「強さ」は、給付の拡大と、サービス給付機会の公平性であ

りますが、「脆さ」とは、財政的な持続可能性が挙げられます。
その制度の発足から携わり、第一人者である鏡先生に、今後の方向性や、改

革について、お話しいただきました。

日時　平成29年10月23日
内容　政策議会の「話し合い」
講師　龍谷大学政策学部教授　土山 希美枝氏

議会の権限の問題と、政策・主張の正
当性の問題を解決するために、一般質
問の重要性が注目されています。
「なぜ議会力が求められ、議会改革が
必要なのか」、「議会における質問の役
割」や「一般質問の現状と課題」、そして、
具体的な手法や質問力を「政策議会」の
資源として活用することについて、土
山先生にお話しいただきました。

議会トピックス ①

規　　　格　データの場合……メールあるいは収録したＣＤ－ＲＯＭ等
　　　　　　プリントの場合…L版以上
内　　　容　撮影対象は何でも結構です。ただし、人物が明らかに特定で

きる場合は、ご本人の了承を得てください。
送付方法等　撮影者の①住所、②氏名、③電話番号、④撮影場所・年月日、⑤

作品名及びその説明、⑥市外在住の方は西東京市とのかかわ
り（在勤・在学の場合は会社名・学校名を明記）を別紙にご記
入の上、下記までお送りください。

　　　　　　※応募作品は原則として返却できません。
　　　　　　議会事務局　〒188-8666 西東京市南町５－６－13
　　　　　　　　　 　　  ℡042-460-9860（直通）
　　　　　　　　　         メール：gikai@city.nishitokyo.lg.jp

一般質問 (5)、議員研修会、議会トピックス①

発
達
障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を
整
備
せ
よ
！

か
と
う
　
涼
子
（
ネ
ッ
ト
）

柳
泉
園
の
暴
走
は
市
長
の
責
任
！

保
谷
庁
舎
の
解
体
は
先
送
り
せ
よ
！

森
　
て
る
お
（
無
所
属
）

　議会だよりに掲載する写真を募集します。
かわいいお孫さんの写真や、風景写真など、あ
なたのベストショットをぜひお送りください。

議員研修会

送　付　先
問い合わせ

平成30年2月15日　 発行 第77号 （６）

西東京市



表彰式

生産緑地地区

スポーツセンター

「
生
産
緑
地
地
区
に
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
区
域
の
規
模
に
関

す
る
条
例
」

【
説
明
】
生
産
緑
地
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
都
市
計
画
に
生

産
緑
地
地
区
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
区
域
の
規
模
が
500
㎡
以

上
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
条
例
で

300
㎡
以
上
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
今
回
、
区
域
の
規
模
の
緩

和
に
よ
る
対
象
面
積
、
対
象
者

数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

答　
対
象
面
積
は
、
現
在
市
内

に
300
㎡
以
上
500
㎡
未
満
の
小
規

模
農
地
で
約
2.4 

ha
、
対
象
人
数

は
、
農
家
数
で
50
件
程
度
と
把

握
し
て
い
る
。

問　
今
回
の
条
例
制
定
に
よ
っ

て
、
市
と
し
て
は
生
産
緑
地
地

区
が
ど
の
程
度
残
る
と
見
込
ん

で
い
る
か
。

答　
東
京
都
の
意
向
調
査
で
は

半
分
程
度
の
方
が
、
面
積
要
件

が
緩
和
さ
れ
れ
ば
生
産
緑
地
指

定
を
受
け
た
い
と
の
意
向
で
あ

っ
た
た
め
、
一
定
程
度
の
要
望

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
回
の
生
産
緑
地
法
改
正

で
直
売
所
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

等
が
で
き
る
と
い
う
報
道
を
見

た
が
、
そ
う
い
う
理
解
で
い
い

の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
厳
し
く
規
制
が
さ
れ
て

い
た
が
今
回
の
法
改
正
に
伴
い
、

許
可
の
対
象
と
な
っ
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
表
彰
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
西
東
京
市
、
柳
泉
園

組
合
及
び
多
摩
六
都
科
学
館
組

合
公
平
委
員
会
の
共
同
設
置
が

廃
止
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

功
労
表
彰
に
お
け
る
対
象
者
の

範
囲
等
を
改
め
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
功
績
顕
著
な
者
に
対
し
て

の
表
彰
で
あ
る
が
、
功
績
顕
著

を
ど
の
よ
う
に
し
て
諮
っ
て
き

た
の
か
。

答　
表
彰
審
査
会
が
あ
り
、
対

象
者
の
功
績
等
を
確
認
す
る
手

続
を
踏
ん
で
い
る
。
公
務
に
か

か
わ
る
方
、
重
責
を
担
っ
て
い

た
だ
い
た
方
に
対
す
る
表
彰
と

な
る
た
め
、
審
査
会
に
諮
っ
て

決
定
し
て
い
る
。

問　
条
例
改
正
を
き
っ
か
け
に
、

表
彰
制
度
全
体
の
見
直
し
は
行

っ
た
の
か
。

答　
節
目
を
見
な
が
ら
全
面
的

な
改
正
等
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
一
般
質
問
で
、「
長
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
道
に
活
動
さ

れ
て
き
た
方
に
対
す
る
表
彰
」

を
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
は
。

答　
今
回
条
例
改
正
を
す
る
功

労
表
彰
は
、
公
務
に
か
か
わ
る

方
に
対
す
る
表
彰
で
あ
る
。
も

う
１
点
の
一
般
表
彰
は
、
公
益

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
方
、
金
品
の
寄
附
を
い
た
だ

い
た
方
、
徳
行
著
し
く
他
の
模

範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
等
に

対
す
る
表
彰
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
方
々
も
対
象
に
な

る
と
考
え
て
い
る
が
、
把
握
に

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

他
市
で
は
、
感
謝
状
を
差
し
上

げ
て
い
る
事
例
等
が
あ
り
、
参

考
に
し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間

が
平
成
29
年
度
末
を
も
っ
て
終

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30

年
度
か
ら
５
年
間
の
指
定
管
理

者
の
選
定
を
行
っ
た
。
３
団
体

か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
東
京
ド
ー
ム
グ
ル
ー
プ
が

指
定
管
理
者
候
補
と
し
て
選
定

さ
れ
た
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
平
成
30
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
が
か
わ
る
が
、
こ
れ
ま
で

働
い
て
い
た
方
の
雇
用
は
継
続

さ
れ
る
の
か
。

答　
地
域
採
用
の
方
の
雇
用
に

関
し
て
は
、
今
後
の
引
き
継
ぎ

の
中
で
調
整
し
て
い
く
。

問　
指
定
管
理
の
仕
様
書
作
成

に
当
た
っ
て
、
市
と
し
て
最
も

重
視
し
た
点
は
。

答　

１
点
目
は
、
２
０
２
０
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
直
前
に
控
え
て

お
り
、
本
市
が
健
康
応
援
都
市

で
あ
る
点
を
加
味
し
た
提
案
で

あ
る
こ
と
。
２
点
目
は
利
用
者

増
に
向
け
た
課
題
で
あ
る
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
遠
方
か
ら
お
越

し
い
た
だ
け
る
よ
う
な
提
案
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

問　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

啓
発
、
振
興
に
関
し
て
は
ど
の

よ
う
な
や
り
と
り
が
行
わ
れ
た

の
か
。

答　
本
市
が
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
情
を
説

明
し
た
。
現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
連

携
の
中
で
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
・
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
障
害
者
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す
る

具
体
的
な
話
は
今
後
調
整
す
る
。

問　
市
や
小
・
中
学
校
、
利
用

団
体
等
の
意
向
を
聞
い
て
も
ら

う
よ
う
な
余
地
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
連
携
を
す

る
た
め
の
定
期
的
な
話
し
合
い

等
は
行
わ
れ
る
の
か
。

答　
指
定
管
理
者
と
行
政
は
、

毎
月
１
回
定
例
的
に
会
議
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
団
体
が

か
わ
っ
て
も
必
ず
継
続
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
会
議
の
中
で
調

整
を
行
う
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

議会トピックス ② ◆
一
般
会
計
（
第
３
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
２
億
７
千
600
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
725
億
９
千
808
万

９
千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
え
の

き
児
童
遊
園（
第
２
）の
用
地
取

得
に
係
る
み
ど
り
基
金（
繰
入

金
）の
増
額
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護

保
険
法
の
制
度
改
正
に
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
改

修
費
を
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

繰
り
出
す
こ
と
に
伴
う
老
人
福

祉
費（
民
生
費
）の
増
額
。
え
の

き
児
童
遊
園（
第
３
）の
返
還
に

伴
う
原
状
復
旧
工
事
・
え
の
き

児
童
遊
園（
第
２
）の
用
地
取
得

等
に
係
る
公
園
整
備
事
業
費

（
土
木
費
）の
増
額
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
み
ど
り
基
金
を
充
当
す
る
対

象
と
考
え
方
に
つ
い
て

・
え
の
き
児
童
遊
園
の
買
い
取

り
と
返
還
の
経
緯
、
考
え
方

に
つ
い
て

・
え
の
き
児
童
遊
園
に
隣
接
す

る
市
有
地
の
使
用
状
況
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て

・
公
園
空
白
地
区
の
基
準
と
そ

の
見
直
し
に
よ
り
何
が
ど
う

変
わ
る
か
に
つ
い
て

・
消
防
委
託
負
担
金
の
増
額
要

因
に
つ
い
て

・
時
間
外
休
日
勤
務
手
当
の
増

額
要
因
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
４
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
710
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
726
億
518
万
９
千
円
と
す
る

も
の
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る

繰
入
金
の
増
額
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
期
末
・

勤
勉
手
当
の
支
給
率
変
更
に
よ

る
職
員
人
件
費
の
増
額
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
東
京
都
人
事
委
員
会
が
給
与

比
較
の
た
め
に
調
査
し
て
い

る
50
人
以
上
の
事
業
所
の
西

東
京
市
内
の
数
と
割
合
、
東

京
都
に
準
じ
る
理
由
、
地
域

経
済
と
の
関
係
、
市
民
理
解

の
必
要
性
に
つ
い
て

・
民
生
費
の
超
過
交
付
返
還
金

を
本
補
正
予
算
で
計
上
し
た

経
緯
に
つ
い
て

・
財
政
調
整
基
金
の
残
高
の
評

価
と
、
人
件
費
の
補
正
が
続

け
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

平
成
29
年
度
補
正
予
算

市議会で開催される本会議・委員会は、どなたでも傍聴できます。
ここでは傍聴の手順をご案内します。

田無庁舎議会棟３階議
会事務局までお越しくだ
さい。

受付で傍聴届にお名前、
ご住所等をご記入いただ
いた後、傍聴証を受け取
り、見やすい場所に着用
してください。

議会を傍聴しませんか

Step1 Step2

本会議は３階議場、委
員会は４階委員会室（第
１～第３委員会室）で開
催します。

傍聴後は、議会事務局に
傍聴証をご返却ください。

Step3

Step4

委員会の審査から、予算特別委員会の審査から、議会トピックス②

文
教
厚
生
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則

と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
今
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

平
成
29
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
会

議
録
の
公
開
予
定
」
は
９
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第77号 （７）

西東京市



「妊娠・出産包括支援モデル事業」に
ついて
春日井市では、子育ての難しさ、
産後の自分自身の心身のケアに負担
を感じる母親が増加傾向にあること
から、平成26年６月に安らぎの空間
の提供と専門職による相談の２本柱
から成る「妊産婦ケア～さんさんルー
ム～」（デイサービス型）を開設。対象
は市内の妊婦または１歳未満のお子
さんがいる母親で、施設には浴室、
シャワー室、リビングルーム、ベッ
ドルーム、託児室、相談室などを完備。
スタッフは助産師、保健師、栄養士、
臨床心理士、保育士等を配置し、充
実した相談体制を構築している。平
成28年度は延べ995組が利用され、
「出産後初めて熟睡できた」「自分の
心に余裕が持てた」「ゆっくりと相談
でき安心できた」などの感想が寄せ
られている。
この事業は、「母子」ではなく「母親」
を支援することにより、子育ての緊
張感、負担感、不安感が軽減され、
さらには、ほかの子育て支援事業と

の連携強化により、切れ目のない包
括的な支援体制となっていた。

「みんなの森  ぎふメディアコスモス」
について
平成27年７月18日に開館した「み
んなの森　ぎふメディアコスモス」は、
「知の拠点」の役割を担う市立中央図
書館、「絆の拠点」となる市民活動交
流センター、多文化交流プラザ、「文
化の拠点」となる展示ギャラリーが
ある複合施設。
独創的な外観、館内は普通の公共施
設に比べ圧倒的に壁が少なく、開放的
な空間が広がる。応募形式による施設
名の決定や公開プレゼンテーション
による設計者の選定。市民参加でのシ
ンポジウムやイベントの開催など、行
政と市民の協働で建設が進められる。
ソフト事業も数多く展開し、市民の自
由な活動を支え、多世代の交流の場と
しての役割を果たしている。来館者は
開館から１年で123万4,000人。平
成29年２月には、200万人を突破。
にぎわい（新たな集客拠点の形成）、地
域力（市民協働社会の拠点形成）、そ
して新たな
自然環境と
良好な景観
を創出する、
市民に愛さ
れる施設で
ある。

「まちづくり委員会」について
香美市では、３町村合併によって市

民の意見が反映されにくくなるとの
懸念から、合併前に「地域審議会」を設
置してきめ細かに意見を反映できる
よう配慮してきた。それを合併後に発
展的に解消して市民参加型の「まちづ
くり委員会」を設置し、市民と行政の
協働まちづくりを推進している。
市民協働の取り組みや、積極的な市

民提案は参考とすべき事例であった。

「こうちこどもファンド」について
子どもたちが自分たちのアイデア

でふだん生活しているまちをよくし
たい思いを事業として行うために助
成をする制度「こうちこどもファンド」
を創設。
市民や企業等から寄附を募り、市か

らの積立金を合わせ「高知子どもまち
づくり基金」をつくり、そこから審査
を経て「助成」が決定する。審査内容は、
まず書類審査を行い、通過すると子ど
もたちがみずから公開プレゼンテー
ションを開催。同世代の「こども審査

員」と「大人審査員」がともに審査を行
い、対象となると20万円を上限に助
成が行われる。
目的は人口減少や少子高齢化が進

む中、魅力的なまちづくりができる人
材育成活動である。子どもたちがまち
づくりの意思決定過程にかかわるこ
とで、将来提案する力と、実行する力
を育てる制度である。
申請をする際に子どもと大人が共

同で申請を行うことが必須であり、審
査段階でおおむね１割から２割は不
可となっている状況。本市においても
市民益にかなう有効な取り組みであ
る。
「新庁舎建設検討のプロセス」につい
て
高知市では、新庁舎建設を平成28

年７月から31年６月までの工期で進
めており、新庁舎建設検討方法やその
プロセスについて説明を受け、仮庁舎
へ移転した状況も視察。計画段階から
市民と情報共有を進めた取り組みは
参考となる事例であった。

「議会運営の活性化及びタブレット端
末の活用」について
八戸市議会では、議会改革の取り組
みの一環として、コスト削減、事務効
率化、省力化の観点から紙資料を減ら
すペーパーレス化を図るとともに、議
員への情報伝達の迅速化やインター
ネット活用による政務調査活動の充
実を図るため、平成27年度にタブレ
ット端末を導入した。
タブレット端末の導入後、端末の操
作方法の習熟や、無線ＬＡＮ整備など
運用の際の課題もあったが、半年後に
は全議員が端末を使いこなせるよう
になり、議場や会議室にアクセスポイ
ントやコンセントを設置するなどの
対応を行うことで解決していった。ま
た、会議等資料のペーパーレス化、経
費削減・情報伝達の迅速化、政務調査
活動の充実といった効果が見られた。
今後の課題として、ペーパーレス化
対象の会議及び資料の拡大、タブレッ
ト機能やアプリケーションソフトの
有効活用、会派控室へのアクセスポイ
ントの設置等を挙げ、現在取り組んで

いる。

「災害対策連絡協議会等」について
久慈市議会では、東日本大震災の経
験から、災害時の議会・議員の対応に
関して定めるため、「議会災害対策連
絡会議」の自動設置を設置基準とす
る、「市議会災害時対応マニュアル」を
作成した。その後、議会の通年会期制
の導入及びＩＣＴ化の推進を行った。
これらの効果として、平成28年台
風10号の際には災害対策連絡会議が
機能し、タブレット端末を活用し、情
報提供・共有をすることで「チーム議
会」として緊急要望を行うなど、迅速
な対応ができた。また、通年議会を採
用したことで、議会として迅速な判断
をすることができた。
２度の災害を踏まえ、市本部との協
力連携や災害時応援協定に基づく応
援計画、議会施設・設備の活用等が今
後の課題となった。現在、常任委員会
を通じて政策提言づくりに向け研究・
検討を進めている。

「花のまちづくり」について
恵庭市では、道内有数の花苗生産地

ということもあり、市民と行政との協
働で「花のまちづくり」を進めている。
昭和36年に設立された「花いっぱ

い文化協会」の活動や生産者組合、愛
好者など、花を推進していきたいとい
う市民の意識が高まり、市は平成10
年に「えにわ花のまちづくりプラン」
を策定した。また、花の関係者等によ
る「恵庭花のまちづくり推進会議」が
設立され、市に提言する形でプランを
推進している。
住民が美しいまちづくりを目的と

して自主的に取り組む事業に対する
「花のまち並み推進事業助成」、市民花
ガイドなど、町内会、学校、商店街、企
業等、市民協働によるまちづくりをし
ている。また、平成32年には新たな花
の観光拠点として道の駅の整備を進
めており、さらに観光に結びつけるた
め、次世代の担い手の育成が今後の課
題である。

「再生可能エネルギー」について

当別町は、「エネルギー地域分散型
都市の形成」を重点施策の一つに掲げ
ている。町長により再生可能エネルギ
ーによるまちづくりが推進され、当別
町地方創生総合戦略に盛り込まれ、平
成28年３月には、再生可能エネルギ
ーの積極的な活用による地域経済の
活性化と、安全・安心で持続可能な循
環型社会システムの構築を目指し、
「当別町再生可能エネルギー活用推進
条例」を制定した。このような町の方
針により、バイオマスの勉強会など町
民にも積極的な取り組みが広がって
いる。
民間事業者とのコンソーシアムに

よる「ゆとりっち稲穂太陽光発電所」
の設置、廃食油を燃料化したＢＤＦバ
スの運行のほか、町内最大級の避難所
である当別町総合体育館には壁面設
置の太陽光発電、リチウムイオン蓄電
池、木質ペレットボイラーといった災
害対応の再エネ設備を備えている。
９月には次世代エネルギー循環型

の「北欧の風　道の駅とうべつ」がオ
ープン、また森林を活用した木質バイ
オマス産業
等、仕事・人・
ものが地域
で循環する
エネルギー
体系をつく
ることを目
指している。

委員会視察REPORT

文教厚生委員会視察報告
日程・視察先
10月10日 愛知県春日井市
10月11日 岐阜県岐阜市

参加
委員数
８人

報告者  文教厚生副委員長  田代 伸之

愛知県春日井市

岐阜県岐阜市

企画総務委員会視察報告
日程・視察先
10月10日　高知県香美市
10月11日　高知県高知市

参加
委員数
８人

報告者  企画総務委員長  二木 孝之

高知県香美市

高知県高知市

議会運営委員会視察報告
日程・視察先
５月15日　青森県八戸市
５月16日　岩手県久慈市

参加委員数
９人

委員外議員
7人

報告者  議会運営委員長  佐藤 公男

青森県八戸市

岩手県久慈市建設環境委員会視察報告
日程・視察先
７月11日　北海道恵庭市
７月12日　北海道当別町

参加
委員数
9人

報告者 建設環境委員長　森　信一

北海道恵庭市

北海道当別町

平成30年2月15日　 発行 第77号 （8）

西東京市



会議録の公開予定

○○に関する請願(陳情)○○に関する請願

※陳情の場合、この用紙
　は必要ありません。

請願(陳情)事項
１
２
趣旨(理由)

紹介議員
　議員氏名
　議員氏名
　議員氏名
　議員氏名
　議員氏名

西東京市議会議長
　　○○　○○様

　年　月　日
郵便番号・住所
氏名　・電話番号

ホームページ冊　子

・常任委員会
・議会運営委員会

・予算特別委員会

・本会議

会議名

・情報公開コーナー
・議会図書室

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

2月下旬2月中旬

議会トピックス ③

議会トピックス ④

西東京市ホームページから本会議の中継や会議録をご覧いただけます
西東京市ホームページ＜トップ画面＞

西東京市 検索

議会インターネット中継

本会議と委員会の会議録

本会議をライブ中継や録画
中継により視聴することが
できます。
※「録画中継」は、 原則とし
て開催日翌日の午後８時か
ら視聴できます（土・日、祝
日を除く）。 なお、公開期間
は、次の定例会前までです。

市議会の議事内容（開会から閉会までの経過や結果）を
記録した会議録をご覧いただけます。インターネット
で公開している会議録は、本会議、常任・特別委員会、議
会運営委員会です。

会
議
の
開
催
状
況

18
日　
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
議
会
報
編
集
委
員
会

13
日　
全
員
協
議
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

１
日　
第
４
回
定
例
会

　
　
　
本
会
議
（
議
案
等
上

程
〜
付
託
）

　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

４
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

５
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

６
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

７
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

８
日　
企
画
総
務
委
員
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

11
日　
建
設
環
境
委
員
会

12
日　
予
算
特
別
委
員
会

13
日　
予
算
特
別
委
員
会

14
日　
議
会
運
営
委
員
会

19
日　
本
会
議
（
委
員
会
審

査
報
告
・
議
案
上
程

〜
付
託
、議
決
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
企
画
総
務
委
員
会

　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

（
平
成
29
年
10
月
〜
12
月
）

請願・陳情とは、市政に対する要望等を文書で市議会に提出する制度です。
請願は、市議会議員１人以上の紹介が必要です。提出された請願は、所管

の委員会に付託し審査され、最終的に本会議で採択・不採択が決まります。
採択された請願は市長等に送付します。
議員の紹介がないものは陳情となります。議会運営委員会での話し合い

の上、承認されたものは請願と同じように取り扱われます。

　　議会事務局（田無庁舎議会棟３階）

請願・陳情は随時受け付けていますが、各定例会の初日の１週間前までに
提出されたものについては、その定例会で審査されます。
また、定例会の最終日の２日前までに提出されたものは、最終日に上程さ

れ、閉会中に審査が行われることになります。
なお、土・日、祝日の場合、締切日が変わる場合もありますので、議会事務

局にご確認ください。

請願（陳情）には、市政に対する
要望事項を、できるだけ箇条書きで
簡潔に項目立ててお書きください。
印鑑は、請願（陳情）の提出者本

人の氏名と請願の紹介議員氏名が
自署である場合は不要です。

請願や陳情の審議をするために、文書表を作成します。この文書表には、
受理番号、請願（陳情）者の住所及び氏名、請願（陳情）事項、趣旨（理由）、紹介
議員の氏名（請願のみ）、受理年月日が記載されます。なお、送り仮名や用字・
用語等の表記は変更する場合があります。
受理した請願や陳情のうち、議会で審議される案件は、文書表として、議
員、傍聴者等に配付されるほか、会議録（冊子）にも掲載されます。
※会議録は、市内図書館、情報公開コーナー（田無庁舎・保谷庁舎）、ホーム
ページで公開しており、どなたでもご覧いただくことができます。

提出先

書式例

注意事項

締切等

「市議会」を
クリック！

議会トピックス③④、会議の開催状況、会議録の公開予定

10
月

11
月

12
月

請願・陳情を提出するには

第77号 （9）

西東京市



♫ ♭♩ ♬

（左から） 岡田さん、細川さん、山内さん

補
正
予
算

(

29
年
度)

条
例
改
正

条
例
制
定

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

・生産緑地地区に定めることができる区域の
  規模に関する条例

・東京都独自に小・中学校の学校図書館への
  財政支援を求める意見書

・主要農作物種子法廃止に際し日本の種子保
  全の施策を求める意見書

・東京都の養育里親の認定基準の緩和を求め
  る意見書

さ  ん さ  ん さ  ん

○
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
備
え

た
避
難
訓
練
等
の
実
施
を
求

め
る
陳
情　
　
　

○
市
の
財
政
基
金「
緑
の
基
金
」

拡
充
の
制
度
を
創
設
す
る
た

め
の
陳
情（
以
上
、建
設
環
境
）

○
仮
設
庁
舎
は
無
駄
で
あ
る
の

で
市
民
合
意
を
求
め
る
陳
情

○
仮
設
庁
舎
整
備
の
見
直
し
を

市
民
参
加
で
行
う
こ
と
を
求

め
る
陳
情

○
保
谷
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
行

い
、診
断
結
果
を
市
民
に
公

開
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

（
以
上
、企
画
総
務
）

○
政
務
活
動
費
に
関
す
る
陳
情

（
議
会
運
営
）

東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に

つ
い
て
の
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

東
京
都
独
自
に
小
・
中
学
校
の

学
校
図
書
館
へ
の
財
政
支
援
を

求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
に
際

し
日
本
の
種
子
保
全
の
施
策
を

求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣

編
集
後
記

10
何
年
ぶ
り
に
、
議
会
報
編

集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
社
会
情
勢
は
大

き
く
変
わ
り
、
情
報
入
手
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
主
流
と
な
り

ま
し
た
。

紙
ベ
ー
ス
の「
議
会
だ
よ
り
」

だ
け
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

届
け
ら
れ
る
情
報
が
全
く
不
足

し
て
い
る
と
痛
感
。
と
は
い
え
、

情
報
過
多
も
問
題
。
誰
も
見
て

く
れ
ま
せ
ん
。

「
議
会
だ
よ
り
」
の
役
割
は

議
会
情
報
を
キ
ュ
ッ
と
ポ
イ
ン

ト
に
絞
っ
て
お
伝
え
す
る
こ
と
。

今
後
も
編
集
委
員
会
で
議
論
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。　
（
Ｈ
）

■
第
１
回
定
例
会
は
２
月
26
日

（
月
）か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
の
提
出
締
切

　
請
願
・
陳
情
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
第
１
回
定

例
会
中
に
審
査
を
行
う
た
め
に

は
、
２
月
19
日（
月
）ま
で
に
ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議会 NEWS

開催日時　12月４日（月）午前10時
開催場所　田無庁舎議会棟３階　議場
演 奏 者　山内 美慧　　

　 　岡田 澪   　細川 愛梨
来場者数　91人

皆さんのコンサートの感想は？
69人の方がアンケ－トにご回答くださいました。ご協力ありがとうございました。

〇賛成　×反対

・一般会計（第 3号）

・一般会計（第 4号）

・介護保険特別会計（第 2号）

・表彰条例

・文化芸術振興条例

・市営住宅条例

・高齢者アパート条例

・一般職の職員の給与に関する条例

・南町地区会館の指定管理者の指定について

・下宿地区会館の指定管理者の指定について

・緑町地区会館の指定管理者の指定について

・谷戸地区会館の指定管理者の指定について

・向台地区会館の指定管理者の指定について

・芝久保地区会館の指定管理者の指定について

・ふれあいセンターの指定管理者の指定について

・スポーツ・運動施設の指定管理者の指定について

・市道路線の認定（6件）・変更（1件）について

・東京都受動喫煙防止条例についての意見書

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

民
進
党
西
東
京（
３
）　　
　
　
　

※

２

統
一
会
派
み
ら
い（
３
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）　　

※

１

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
８
）

結　
　
　
　
果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

否
決

第４回定例会 議案の議決結果一覧

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

※3

※1  議長は採決に加われないため、採決時は4名　※2  １名欠席　※3  一部退席

会　　派
( ) は所属議員数

件　　名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ○

╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○

╳ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ╳

市民の皆さんに議会活動につい
ての理解を深めていただくことを目
的に、西東京市議会主催による第６
回議場コンサートを開催しました。
フルーティスト３名をお迎えし、

ディズニー映画ピノキオより「星に
願いを」を皮切りに、シューベルト
の「セレナーデ」、グルーバーの「きよ
しこの夜」など全８曲、約45分の演

奏が行われました。アンコールでは、クリスマスソングが演奏され、フルー
トの美しい音色に会場からは盛大な拍手が送られました。
今回のコンサートで、初めて議場にお越しになった方が約71％と多く、

このイベントが議会を身近に感じていただけるきっかけとなったならば
幸いです。
西東京市ホームページから過去に開催された議場コンサートを視聴することがで

きます（詳細は9面「議会トピックス③議会インターネット中継」からご覧ください。）

♪本日の議場コンサートはいかがでしたか？
よかった　　63人（91％）　　　　ふつう・無回答   6人（９％）
【主な感想】
・季節に合わせた選曲でとてもよかったです。こういう機会を得て、市議会に関心を持
ち、足を運びたいと思います。
・生のコンサートを聴けて満足しました。また議場を見られて有意義でした。

♪西東京市議会に望むことは？（複数回答）
１位  市民が議会に関心を持ち、参加しやすくなること 35人
２位  議会の情報を積極的に発信すること 22人
３位  市民と議員の意見交換の場を設けること 19人
４位  議会の活動や議論がより活発になること 18人
５位  その他  ９人
【主な意見】
・市民の声や意見をどのような形で市議会に反映させていくのか、多くの若い人達には
わからないように思う。

・市民の声に耳を傾けてほしい。
・各議員の考え方や意見を直接聞きたい。できれば対話、集会があれば参加したい。
・西東京市をよくするために頑張ってほしい。

♪これまでに市議会にお越しいただいたことはありますか？
ある　　20人（29％）　　　　　ない　　49人（71％）

第６回議場コンサ－トを開催しました

議決結果（議案、陳情）、意見書、議会NEWS等

陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で

　　　　可
決
し
た
意
見
書

（　

）
は
付
託
委
員
会

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

平成30年2月15日　 発行 第77号 （10）

西東京市

古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

gikai@city.nishitokyo.lg.jp


